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志
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皐
固
に
は
‘
紳
武
天
皇
以
来
長
瀞
の
人
々
多
く
見
ね
た
る
中
に
も
.

武
内
大
臣
を
ぽ
上
古
以
来
の
長
瀞
人
と
は
成
し
け
る
ゆ
ゑ
に
.
五
雑

狙
・
海
東
諸
園
記
怠
ど
に
も
記
載
し
‘
仁
徳
天
皇
の
大
御
歌
に
も
、
汝

と
そ
は
世
の
逮
入
、
訟
と
そ
は
園
の
長
人
と
詠
じ
給
へ
り
。
是
長
袴

人
を
園
老
と
呼
び
、
或
は
年
寄
・
家
老
な
ど
呼
ぺ
る
と
と
の
起
原
と

も
い
ふ
ぺ
し
。
湯
滋
砥
府
の
藩
園
官
職
通
考
に
‘
家
老
の
名
目
は
、

左
停
社
註
に
、
家
老
と
見
b
、
叉
魯
論
子
路
篇
震
a

越
貌
老
-
則
優
と
あ

る
朱
註
に
‘
老
家
臣
之
長
云
々
。
家
老
笠
v
隼
而
云
々
と
あ
り
。
家
老

の
鋭
、
我
が
朝
後
世
に
初
る
に
非
宇
。
漢
土
久
濯
に
起
り
来
れ
る
事

と
知
る
べ
し
。
叉
年
寄
の
稀
は
、
永
正
六
年
将
軍
議
秘
君
細
川
左
京

大
夫
へ
賜
は
る
御
毅
書
中
に
見
ゆ
と
、
下
簡
明
老
談
に
い
へ
り
ο
吾
が

前
田
家
に
於
て
は
、
高
徳
公
選
誠
中
に
‘
村
井
盟
後
・
奥
村
伊
穂
閑
人

家
の
年
寄
と
蛾
せ
給
ひ
、
慶
長
十
六
年
端
飽
公
‘
老
中
・
人
持
等
へ
の

御
書
出
に
、
年
寄
共
令
=
相
談
-
筑
前
守
へ
異
見
可
v
被
昌
申
付
-
事
と
載
せ

ら
れ
た
り
。
是
等
に
因
り
て
見
れ
ば
、
執
政
の
人
々
を
ぽ
年
寄
中
と

稀
し
来
る
も
古
き
事
危
り
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
‘
年
寄
・
家
老

の
名
目
は
‘
闘
初
の
頃
は
老
齢
の
人
を
柱
石
の
執
政
と
せ
ら
れ
し
故

に
呼
ぴ
そ
め
た
る
稽
友
り
し
か
ど
、
後
に
は
共
の
家
柄
を
定
め
‘
門

門
・
横
山
左
衛
門
・
前
回
封
馬
・
臭
村
河
内
六
人
な
り
。
因
幡
・
玄
審
は

御
仕
置
方
相
動
、
未
組
付
に
て
罷
在
と
藤
岡
安
勝
経
記
に
い
へ
り
。

叉
寛
文
元
年
の
頃
寄
A
n
と
稀
候
者
は
、
本
多
安
易
・
前
回
三
左
衛
門
・

長
九
郎
左
衛
門
・
横
山
左
衛
門
・
前
同
封
馬
・
臭
村
河
内
・
奥
村
因
幡
・

小
幡
宮
内
・
今
枝
民
部
丸
人
た
り
と
あ
り
。
寄
合
は
執
政
席
の
人
々

を
い
へ
り
。
高
治
元
年
十
月
御
印
書
出
に
、
-
今
月
雨
皮
宛
本
多
・

長
・
横
山
・
小
幡
阻
人
之
宅
へ
寄
合
‘
共
自
の
亭
主
用
儀
を
し
ら
ぺ
、
と

あ
り
。
是
寄
合
の
名
稀
の
出
底
・
な
る
べ
し
と
湯
潔
祇
勝
い
へ
り
。
扱

貞
享
三
年
十
一
月
十
三
日
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
書
簡
に
‘
大
年
寄
に

は
本
多
安
房

E
・
前
岡
佐
渡

2
・
臭
村
資
岐
寝
・
奥
村
伊
強
襲
、
人

持
組
頭
は
前
岡
備
後
筑
位
・
長
丸
郎
左
衛
門
倫
鎗
・
横
山
左
衛
門
実
情
守
年

寄
役
に
は
横
山
筑
後
・
津
悶
玄
蕃
・
奥
村
因
幡
、
若
年
寄
に
は
前
回
備

前
・
前
回
封
馬
・
多
賀
新
左
衛
門
を
被
ν
命
、
大
年
寄
を
御
犬
老
・
犬
家

老
と
稀
し
、
人
持
組
頭
を
ぽ
七
乎
頭
と
い
ひ
、
年
寄
役
を
御
家
老
と

稀
す
。
共
の
後
は
諸
大
夫
た
り
し
面
々
を
ぽ
御
大
老
と
云
ふ
。
回
定
は

別
に
命
を
譲
り
た
り
と
藩
閣
官
職
遁
考
に
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
松

鍵
公
夜
話
鍛
に
、
公
儀
に
て
は
御
大
老
と
申
、
御
家
に
て
は
大
年
寄

と
申
也
。
文
字
は
大
老
と
書
候
而
も
、
大
と
し
よ
り
又
は
大
年
寄
共
.
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流
を
皆
と
せ
し
ゅ
ゑ
に
‘
若
鐙
の
人
と
い
へ
ど
も
、
執
政
の
桂
石
と

成
る
批
年
の
人
を
ば
年
寄
・
家
老
と
呼
べ
る
事
と
は
成
り
た
り
。
按

・
予
る
に
、
慶
長
十
一
年
頃
の
執
政
は
、
篠
原
出
M
m
守
一
孝
・
町
嶋
備

中
守
一
吉
・
山
崎
長
門
守
長
縫
・
横
山
大
膳
長
知
・
中
川

E
海
稿
集
牟
・

高
山
南
坊
等
伯
・
江
守
平
左
衛
門
元
家
七
人
、
連
署
の
奉
書
・
古
定
書

等
K
載
せ
た
り
。
一
冗
和
三
年
秀
忠
公
飽
口
邸
へ
渡
御
。
薄
弱
の
国
老

は
本
多
安
易
守
政
重
・
横
山
山
城
守
長
知
・
奥
村
河
内
守
柴
明
・
松
平

伯
守
康
定
・
横
山
大
膳
康
玄
・
横
山
式
部
長
治
・
紳
谷
信
漉
守
近
孝
・
宮

.
岡
下
野
守
重
政
・
今
枝
民
部
直
恒
九
人
た
り
。
同
六
年
紳
閏
邸
へ
渡

石
御
の
時
拝
謁
の
国
老
は
、
本
多
安
房
守
政
重
・
横
山
山
城
守
長
知
・
前

岡
封
馬
直
正
・
長
九
郎
左
衛
門
連
額
・
奥
村
河
内
柴
政
・
横
山
犬
膳
康

玄
・
小
幡
宮
内
長
次
・
奥
村
因
幡
易
英
・
宮
岡
下
線
直
吉
・
肺
谷
信
漉
守

守
孝
・
津
田
勘
兵
衛
軍
次
・
今
枝
民
部
直
恒
・
生
駒
内
勝
直
接
・
脇
間
帯

刀
重
俊
十
凶
人
た
り
。
叉
承
臆
三
年
の
頃
執
政
の
闘
老
は
、
前
回
劉

馬
・
奥
村
因
幡
・
津
田
玄
審
の
三
人
、
本
多
安
房
も
小
松
へ
相
詰
め
け

る
時
は
‘
右
三
人
と
同
席
に
而
相
勤
め
、
江
戸
御
用
は
今
枝
民
部
、

金
海
城
代
は
小
幡
宮
内
、
小
松
城
代
は
前
岡
内
磁
助
た
り
。
ま
た
人

持
六
組
に
而
‘
共
の
頭
は
本
多
安
易
・
前
回
三
左
衛
門
・
長
九
郎
左
衛

. 

何
れ
と
も
書
候
由
、
度
々
御
意
也
と
あ
り
。
扱
前
頴
の
如
〈
貞
享
三
年

に
本
多
安
易
・
前
回
佐
渡
・
奥
村
鴛
岐
・
臭
村
伊
強
を
大
年
寄
陀
被
v
命
.

前
回
備
後
・
長
九
郎
左
衛
門
横
山
左
衛
門
を
人
持
組
頭
に
命
ぜ
ら

れ
、
此
の
七
人
を
ぽ
七
手
衆
と
呼
び
け
る
を
、
此
の
後
元
総
三
年
九

月
廿
九
日
に
村
井
出
雲
親
長
を
人
持
組
頭
陀
命
ぜ
ら
れ
、
是
よ
り
以

来
右
八
人
を
ば
八
家
と
稽
し
、
執
政
の
家
柄
と
た
し
、
叙
爵
任
官
も

此
の
八
家
に
極
り
、
若
年
に
て
家
替
す
と
い
へ
ど
も
加
判
の
列
に
加

へ
ら
れ
‘
批
年
・
若
輩
と
て
も
・
年
寄
衆
と
呼
ぴ
、
年
寄
は
執
政
の
名

目
の
如
く
成
り
た
り
。
或
は
一
冨
ふ
。
世
に
町
年
寄
或
は
村
年
寄
た
ど

と
い
へ
る
も
、
皆
昔
は
老
齢
の
人
を
銀
事
せ
し
か
ど
、
後
に
は
名
目

と
成
り
て
、
年
齢
に
か
L
は
ら
宇
呼
ぶ
事
と
成
れ
り
と
。

A
A
奮
藩
中

の
園
老
・
大
老
・
家
老
或
は
若
年
寄
左
ど
の
名
稿
と
同
様
友
り
と
い
へ

り
。
右
は
前
回
源
随
老
の
履
騒
の
因
み
に
依
っ
て
、
萄
務
国
老
の
顕

末
を
記
載
す
。

O
前
回
駿
河
守
孝
貞
偉
話

享
保
録
に
一
宮
ム
。
臭
村
笠
岐
府
税
は
十
九
裁
に
し
て
執
政
に
命
ぜ
ら

れ
た
り
。
皆
人
共
の
人
才
を
賞
美
し
.
漣
週
太
子
と
異
名
を
付
け
た

り
。
ま
た
前
回
駿
河
守
老
名
源
随
は
1

十
七
裁
に
し
て
執
政
府
へ
加




